
組合員数 4,448人（令和2年3月31日現在 ）

横　越 925／大江山 786／亀　田 700
両　川 463／曽野木 483／鳥屋野 120
山　潟 216／石　山 212／大　形 543

県営地盤沈下対策事業 新潟中東地区
(コンクリート矢板で施工される山崎排水路）

主な内容
●
●
●

令和２年度予算概要・管内事業
令和２年度臨時総代会（書面）開催報告
小杉地区 今後の圃場整備計画
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理事長あいさつ

　皆様には日頃より亀田郷土地改良区の事業運営につきまして、ご支援ご協力
を賜り感謝を申し上げます。令和２年度の幕開けは、新型コロナウイルスの感
染拡大の対応から始まりました。今までに経験したことのない非常事態ですの
で、皆様も十分に気を付けてわが身を守っていただきたいと思います。
　さて亀田郷では、昨年度より小杉地区で基盤整備事業を進めております。農
業の収益性を高めるには、圃場整備を推進する必要があると考えておりますが、
合意形成や事業採択、実施、そして営農再開まで長い時間がかかります。そこ
で、今年から亀田郷農業の次世代を担う若手農業者を集め、自ら地域農業を考
え、将来に渡り集落の中核となって活動していくための組織づくりを行うこと
としました。去る１月30日には第１回目の研修会を開催し、90名を超える方に
ご参加いただいております。今後も実践的な研修会を開催し、若手農家の皆様に研鑽を重ねていた
だき、将来の亀田郷農業に活かしていただきたいと考えております。
　ところで皆様は、これから先の亀田郷の農業はどうなると思いますか。いささか物語風ではあり
ますが、少々考えてみました。

◇私が思うこれからの問題は・・・
　これからの郷内は離農者が増え、ごくわずかな農業後継者に耕作委託が集中するようになるで
しょう。しかし後継者にとっては、後を頼むと言われても、とても現状の亀田郷内の全耕地を耕
作することは不可能です。受け手のいない田は、収入がないのにお金が掛かります。仮に相続に
なっても、受けてくれる子や孫がなかなか決まらない負の遺産となります。
　耕作者の見つかった田は、それでもなんとかなるでしょう。しかし、その耕作者は、仕事に追
われる割に収入が少なく、やめてしまいたいと思うでしょう。完全に離農して田を売りたいと考
えても、買ってくれる人はいなくなるでしょう。こうして亀田郷の農地は、あちこちで草ぼうぼ
うの、荒れ果てた姿に変わってしまうでしょう。

◇このようなことになってしまっては困ります！！　私の理想は・・・
　将来に危機を感じた亀田郷の皆さんは、国、県、市が促進する圃場整備の事業に手を上げ、自
己負担もほとんど無く、手間のかからない、水持ちも水はけもいい、大型機械でもぬがらないす
ばらしい田が整備されることとなりました。そして、農業者は少なくなっても作業が省力化され、
一人で20町でも30町でも耕作可能となり、収入は多く、地主に感謝し、楽しい農業となりました。
また、引退した地主も、地代から土地改良費、税金を払って飯米と現金を手にし、たまに美田を
散歩がてらに眺めて、あのとき手を挙げて良かったなあと思うようになるでしょう。

　既に県内各地で圃場整備が進められている中で、亀田郷でも後れを取りながらもようやく大圃場
整備が始まりました。これをやらなくして将来の農業は立ち行かなくなると考えます。小杉地区の
完成を見てからやろうかなどと考えていては20年後でもできているか疑問です。新潟県内のしんが
りにならないように早急に決めましょう。
　土地改良事業は、10年後の農業を見て施策を行わないと間に合わない事業です。
　今まで経験したことのない状況が近々に来ております。皆様も自らの将来を考え地域の農業の将
来を考えてください。その知恵を結集してこれからの亀田郷を作っていきましょう。

工区長の勤務日変更のお知らせ

理事長
杉本 克己

４月１日より、工区長の勤務日を下記のとおりとしましたのでお知らせします。

勤務日：月・水・金曜日の午前中（祝祭日は除く）
　　　　※会議などを行う場合は、この限りではありません。
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【県営事業】
　地盤沈下対策事業は、新潟南部８期、亀田郷阿賀、新
潟中東の３地区において、阿賀幹線用水路、大形東部用
水路、山二ツ排水路、山崎排水路の計４路線の改修工事
を実施します。
　基幹水利施設ストックマネジメント事業亀田郷地区で
は、本所排水路の補修工事を実施します。
　経営体育成基盤整備事業小杉地区では、昨年度に引き
続き、圃場の大区画化事業実施のための調査や計画策定
を行います。

【団体営事業】
　新潟県基盤整備促進事業茗荷谷第２地区においては、
茗荷谷支線１号用水路の改修工事を実施します。
　経営体育成促進換地等調整事業小杉地区では、換地計
画の樹立及び換地設計基準作成を行います。
　水利施設整備事業両川揚水機場地区では、１号主ポン
プの分解整備を実施します。
　地域農業水利施設ストックマネジメント事業は、亀田
郷第９地区を立ち上げ、揚水機場４施設・用排水路７路
線の機能保全計画の策定を行います。

　耕作条件改善事業亀田郷第６地区では、簡易圃場整備
(区画拡大・暗渠工事）や先進的省力化技術導入（給排
水遠隔制御装置）を実施します。

【その他事業】
　新潟市農業土木支援事業大江山地区においては、用水
路の改修工事を実施します。
　土地改良施設維持管理適正化事業は、定期的な施設の
補修整備に対応するため、計画的に加入・施工を行って
います。本年度は、揚水機場３施設（横越第１・大渕・
大形）の整備補修を実施します。
　多面的機能支払交付金は、支援業務を土地改良区が受
託し、支援室において地元活動組織と連携しながら、円
滑な事業の推進に努めます。
　国営造成施設管理体制整備促進事業阿賀野川左岸地区
は、地域における用排水路の維持管理活動の体制強化を
図り、維持管理費の負担軽減につなげます。
　ほか、機場管理、浄化用水・環境用水の導入、用排水
路移設補償工事等、新潟県・新潟市と協力しながら事業
を推進します。

管管管管管管管管管内内内内内内内内内事事事事事事事事事業業業業業業業業業令和２年度　管内事業

令和２年度　補助事業等実施計画

区分 事　業　名 概　要地区名 実施年度新規
継続

R２
要求額
（千円）

R２
割当額
（千円）

県
　
営

団
　
体
　
営

そ
　
の
　
他

基幹水利施設ストックマネジメント事業

地盤沈下対策事業

地盤沈下対策事業

地盤沈下対策事業

経営体育成基盤整備事業

新潟県基盤整備促進事業

経営体育成促進換地等調整事業

水利施設整備事業（基幹水利施設保全型）

地域農業水利施設ストックマネジメント事業（保全計画策定）

耕作条件改善事業（農地耕作条件改善事業）

新潟市農業土木支援事業

土地改良施設維持管理適正化事業

土地改良施設維持管理適正化事業

土地改良施設維持管理適正化事業

国営造成施設管理体制整備促進事業

多面的機能支払交付金（農地維持）(資源向上(共同))

多面的機能支払交付金（資源向上(長寿命化))

受託事業（用排水路移設補償工事）

本所排水路補修

阿賀幹線用水路改修

阿賀用水路用地補償

大形東部用水路改修、山二ツ排水路改修、山崎排水路改修

調査計画

茗荷谷支線１号用水路改修

換地計画の樹立及び換地設計基準作成

両川揚水機場１号主ポンプ分解整備

揚水機場４施設、排水路１路線、用水路６路線　機能保全計画策定

簡易圃場整備（区画拡大・暗渠排水)、先進的省力化技術導入支援

大江山工区

横越第１揚水機場主ポンプ・電動機の整備補修

大渕揚水機場主ポンプの整備補修

大形揚水機場電動仕切弁、逆止弁の分解整備

強化支援費

８工区（10組織）

６工区（６組織）

用排水路移設補償工事　４地区

亀田郷

新潟南部８期

亀田郷阿賀

新潟中東

小杉

茗荷谷第２

小杉

両川揚水機場

亀田郷第９

亀田郷第６

大江山

横越第１揚水機場

大渕揚水機場

大形揚水機場

阿賀野川左岸

東・中央・江南部会

東・中央・江南部会

新潟中央環状線他

H26～R４

H21～R３

H28～R５

H30～R８

H31～R２

H31～R２

H31～R２

R２～R３

R２

R２

R２

R２

R２

R２

H12～R４

H26～R５

H26～R５

R２

130,000

220,000

4,500

522,000

16,000

22,000

6,603

35,300

44,920

35,098

600

6,100

7,700

6,100

19,130

76,900

10,000

3,000

73,000

16,000

22,000

6,603

21,000

44,920

7,713

600

6,100

7,700

6,100

19,130

161,357

49,719

275,000

11,535

2,075

7,150

1,322

3,150

300
(各区) 

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

新規

新規

新規

継続

新規

新規

新規

継続

継続

継続

新規・継続

R１
補正額
（千円）

改良区
負担額
（千円）

120,000

240,000
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　令和２年３月６日に開催を予定しておりました令和２年度通常総代会は、新型コロナウイルス感染予防対策
を踏まえ、３月17日に書面議決による開催とさせていただきました。
　予め総代の皆様より書面にてご承認をいただき、議長に鷲津敦総代（曽野木)、副議長に諸橋俊晴総代（横
越)、議事録記名人に大島千春総代（両川）と五十嵐源一総代（大形）を選出し、総代の皆様から提出いただい
た書面議決書により令和２年度収支予算案ほか14議案について、原案どおり議決及び承認をいただきました。

専決処分の承認について
令和元年度受託事業（用排水路移設補償工事）の変更について
令和元年度収支補正予算案について
団体営両川揚水機場地区水利施設整備事業（基幹水利施設保全型）の施行について
団体営亀田郷第９地区地域農業水利施設ストックマネジメント事業（保全計画策定）の施行について
団体営亀田郷第６地区耕作条件改善事業（農地耕作条件改善事業）の施行について
令和２年度新規土地改良施設維持管理適正化事業の加入について
令和２年度受託事業（用排水路移設補償工事）について
規約の一部改正について
業務運営細則の一部改正について
令和２年度賦課金について
令和２年度収支予算案について
令和２年度長期借入について
令和２年度基金積立金の一時流用について
令和２年度賦課金の徴収期日および方法について

認第１号
議第１号
議第２号
議第３号
議第４号
議第５号
議第６号
議第７号
議第８号
議第９号
議第10号
議第11号
議第12号
議第13号
議第14号

令和２年度　通常総代会開催報告

令和２年度　通常総代会（令和２年３月17日）

付議事項

短　　　信
10日
18日
21日
25日
〃

29日

6日
15日

18～19日
29日

3日
5日

10月

11月

12月

事業部会
工事入札
監事会
総務部会 
理事会 
監事会

監事会（中間監査）
理事会
土地改良区検査
臨時総代会

北陸農政局訪問
選挙公告（総代総選挙）

9日
12日
17日
〃
〃

23日

15日
16日
22日
24日
〃

28日
30日

1月

総代総選挙 選挙会
監事会
理事会
事業部会
当選人確定公告（総代総選挙）
職員昇給・昇格審議委員会

工区長会議
BCP　第１回合同検討会
新任総代研修会
総務部会
理事会
工区長会議
新春懇談会　「亀田郷の農業の方向」開催

31日
4日
〃
18日
19日
〃
26日
27日

17日
24日
25日

2月

3月

監事会
総務部会
理事会
監事会
工区長会議
BCP　第２回合同検討会
理事会
監事会

通常総代会（書面開催）
監事会
理事会
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新潟
中央
環状
線

県道水原・亀田線
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港
・
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線

川
根
谷
内
小
杉
線

小杉地区

凡　　　例
ほ場整備
国 道
県 道
市 道
用 水 路
排 水 路

令和元年度新規採択希望（調査地区） 経営体育成基盤整備事業　新潟県小杉地区計画一般図

　本事業は、生産基盤（大区画化、用排水路、暗渠排水、農道等）の整備を経営体の育成を図りながら、一体的に行う
ことで、生産コストの低減や農地の汎用化、担い手農家への利用集積促進を目的とするもので、昨年度より本事業の
調査計画地区として小杉地区（A=258.8ha）の決定を受け、現在事業が進められております。
　今年度は、昨年度に続き調査・計画・土壌調査、換地等調査になります。

小杉地区　今後の圃場整備計画について【県営経営体育成基盤整備事業】

県営経営体育成基盤整備事業スケジュール（計画）

計画

項　　目 平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

令和
7年度

令和
8年度

令和
9年度

令和
10年度

令和
11年度以降

小杉地区
圃場整備事業
調査・計画・
土壌調査

換地等調整事業

経営体育成等
促進計画作成
土地改良法
手続き

埋蔵文化財調査
(調査期間未定)

事業採択

工事着工

県 営

団体営

土改・新潟市

本同意徴集

新潟市歴史文化課

実施設計・換地原案作成

農地等状況調査・換地意向調査
営農構想作成・換地設計基準作成

～圃場整備で農地を未来に繋げていきます～
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土地改良区からのお願い

土地改良区施設の維持管理について

　皆さまの田んぼや畑周りの農道・水路敷の維持管理は、
地元分区或いは工区で行う作業と地先の方々が自主的に
行っていただいている作業の相互扶助で成り立っており
ます。
　地元分区或いは工区が実施する除草作業は年２回行っ
ており、農道の砂利敷などは地元分区の要望を取りまと
め各工区ごとに計画的に行い、用水前の浚渫などは分区
が中心となり作業が行われております。

亀田郷全水系における適正な水管理について
　いつも用水管理にご協力頂きまして大変ありがとうご
ざいます。お陰様で、今年の用水も多少の水不足はある
ものの概ね順調に流れております。
　しかし、今冬の記録的少雪により、出穂、登熟期の水
不足が心配されます。
　当土地改良区管内は、限られた揚水量にて賄われてお
ります。昨今の農業の兼業化に伴い、とかく以前のよう
な田んぼの見回りをされる方が少なくなってきており、
常に用水が掛け流しになっている状況が各地区で見受け

農作業事故に注意しましょう

　農林水産省の調査によると、農作業中
の死亡事故は、全国で年間350件前後発
生しています。これは、10万人あたりの
死亡事故件数で比較すると、建設業の約
３倍、一般の交通事故の約５倍にもなり
ます。
　普段慣れている作業でも危険が伴うこ
とを再認識し、農作業事故の防止と安全
作業の徹底に努めましょう。

農作業事故防止のポイント
●　除草剤散布など、トラックの荷台で作業するときや、トラクター等
で圃場に出入りするときは、勾配や段差に十分注意し、転倒や転落を
防ぎましょう。

●　転落や飛散物との衝突によるケガ防止のため、ヘルメットを着用し
ましょう。

●　農業機械の点検は、周囲をよく確認し、必ずエンジンを止めてから
行いましょう。

●　シートベルトの着用を徹底するとともに、早めにライトを点灯しま
しょう。

●　適度に休息をとり、ゆとりをもって作業しましょう。

られます。
　その結果、下流地域の用水不足にとどまらず、全地区
にその影響が出ております。
　支線までの管理は各地区の調整委員の方が自分の農作
業の時間を割いてまでも行っている状態です。
　そういう状況でありますので、個人の水口の管理につ
きましては掛け流しをしない適正な取水管理をして頂く
様、宜しくお願い致します。

　しかし、その年の気候や場所によっては草の生育状態、
用排水路における泥の堆積状態が毎年異なることからそ
れら以外の維持管理作業は地先の皆さまにお願いしてい
るところです。
　近年、各地区では出入り作が特に多くなっております。
地先の皆さまにはご負担をかけることとなりますが、
日々の維持管理にご理解ご協力をいただきたくよろしく
お願いいたします。
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　土地改良区の賦課台帳は、組合員皆さまからの届出によって更新されます。農地を売ったり買ったりした
場合は、速やかに「組合員資格得喪通知書」をご提出ください。手続を怠りますと農地を移動したのにいつ
までも組合費が掛かることになります。
　なお、「組合員資格得喪通知書」をご提出いただいた際は、土地改良区の方で賦課地の調査等行い、場合
によっては必要な手続きをお願いしますので、ご理解、ご協力の程お願い申し上げます。

土地改良区からのお願い
組合員資格得喪通知について（農地法第3条）

１．使用料金（5年分）

２．消費税（現行10%）

① 乗入れ（橋など）
 1㎡当たり 7,200円／5年間
② 浄化槽排水
 1人槽当たり 1,800円／5年間
③ ガス管・上下水道管
 家庭引込 免除

　土地改良区が管理する農道や水路を農業以外の目的で使用
する場合、土地改良区の許可が必要となりますので、速やか
に「土地改良財産他目的使用申請書」をご提出ください。
　使用期間は最大で5年間です。引き続き使用する場合は更
新手続きが必要です。
　無断で使用している場合、直ちに撤去命令を発し、原形に復
するため復旧工事等の費用をご負担いただきます。
　なお、広告看板は許可いたしません。
　他目的使用に伴う納入額は右のとおりとなります。

他目的使用について

　土地改良区の許可書、同意
書、意見書又は証明書その
他これに類する文書を交付
する場合は、手数料1,000円
と消費税（現行10％）を納
入いただきます。

手数料について
　賦課令書の配布に併せて賦課内訳書もお送りしております。今一度、
現在ご自身がお持ちの農地をご確認いただきますようお願い申し上げます。
　何かお気付きの点やご不明な点等ございましたら、亀田郷土地改良区
にお問い合わせください。
　ご指摘の点につきましては、実地調査し、所定の手続きを行った上で
処理させていただきます。

賦課内訳書の確認について

　土地改良区への申請や届出等の様式がホーム
ページからダウンロードできます。
　形式はExcel（エクセル）とWord（ワード）を
ご用意しましたのでご利用ください。
　なお、ご提出いただく際は、関係図面や関係資
料の添付を要しますので、ご不明な点は、亀田郷
土地改良区にお問い合わせください。
　ホームページアドレスは次のとおりです。
http://www.kamedagou.jp/download/

申請様式のダウンロードについて
　例年、一部の心無い人によって農道或いは用排
水路にさまざまな廃棄物が投棄され、農地を取り
巻く環境が脅かされています。施設の維持管理に
支障が出るばかりか多額の処理費も掛かっていま
す。
　不法投棄は犯罪です。目撃された方は、車の
ナンバー等を控え、最寄りの警察署や亀田郷土地
改良区へご一報ください。

不法投棄の防止にご協力をお願いします

　ご自分の農地を自ら転用する場合や農地を売ったり貸したり
して転用する場合、土地改良区への申請と共に決済金が必要と
なります。
◆決済金とは
・区域内における農地を宅地や公共事業用地（道路、水路敷等）など農地以外の用途
に転用されますと当該受益面積が減少し、償還金や将来の維持管理費を残された農
地の組合員が負担することになり、その過重負担を招くことのないように農地を転
用するとき土地改良法（第４２条）に基づき一定額を納めていただくものです。

・決済金の算定にあたっては毎事業年度のはじめに次年度以降の債務額、県営事業
分担金、団体営事業負担金のほか将来の維持管理費や事務費なども組み入れて算定
し、理事会において決済金の額を決定しています。

・令和2年度の農地転用に伴う決済金は、令和2年2月4日の理事会において右のとお
り決定いたしました。

農地の転用について（農地法第4条・第5条）
決済金算出調書

一般会計債務額
団体営事業費
維持管理諸経費
県営事業分担金
県営維持管理費負担金
合　　計
対象面積（田換算） 
決済金額（田10a当たり）
田　635,000円（10a当たり）
畑　158,000円（10a当たり）
（地目変更は、10a当たり477,000円）

181,940千円
5,295千円

23,540,040千円
85,640千円
336,450千円

24,149,365千円
 3,801.6ha
635,242円
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